
2023年12月8日（金）ちゃんと 18

　12月はアイヌ語で「シュナン チュプ＝たいまつで漁をする月 」等と呼ばれるそ
うです。日が短い月。サケを捕り大切に保存食にする伝統を感じますね。広葉樹
の葉は落ち、野鳥を観察しやすい時期になりました。雪や氷の道、足元に気を付
けて自然散歩をお楽しみ下さい。

　身近な小鳥シマエナガが大人気です
ね。北海道みやげのお店には様々なシマ
エナガちゃんグッズが並んでいます。「雪
の妖精」とのキャッチフレーズもあり、こ
れからの季節が一番観察しやすく、かわ
いらしさも引き立つことでしょう。

　近所のママチ川に沿った林で、ある冬
枯れの木の枝から垂れ下がった小さな
つららをついばむシマエナガを観ました。
ヤマガラと一緒の小さな群れでその木に
集まっていました。なぜでしょう？　それ
はこういう理由です。

　その木はイタヤカエデ。アイヌ語で「トペニ」と呼ばれます。トぺは乳・汁の意味
があります。ニは木の意味ですので、イタヤカエデは「乳汁の出る木」という事な

のです。小鳥たちは甘みのある樹液が凍ったつららを舐めていたというわけです。

　カエデは英語ではメープル。カナダの国旗にデザインされているのはサトウカエ
デというメープルシロップが採れるカエデです。それほど糖分は高くないですが、
アイヌ民族や和民族の昔の暮らしには、この樹液を集めて利用する伝統がありま
した。

　二風谷(にぶたに)に暮らした萱野 茂
さんは、ご幼少のころイタヤカエデの幹
に傷をつけて「たちっ、たちっ、と落ちる
ニトペ（木の乳汁）をイタドリの茎の筒
に受けて」「翌朝には凍って甘いアイス
キャンディーができていて、大いなる楽
しみだった」と書き残しておられます。

　甘いニトペが採れるのは３月。夜はま
だまだ寒いですから、そのまま凍った樹

液を楽しめるのですね。煮詰めて甘みを増した樹液で豆やヒシの実＝ペカンペを
煮込む料理は、アイヌ民族にたいへん好まれたそうです。
　砂糖が手に入るようになるとこの樹液を利用することは廃れましたが、調べて
みると先の戦争時の物資不足の際に一時的にこの甘味料が復活したという悲し
い話も出て来ました。

　世界中の子どもたちが、小鳥のように自由に遊びまわれる地球に早くなってほ
しいと祈らずにはいられません。

カケスさんの自然散歩
by 中原〝カケス”直彦（しこつ湖自然体験クラブ＊トゥレップ 理事）
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乳汁の木 トペニ

撮影：吉田さん（トゥレップ会員）撮影：吉田さん（トゥレップ会員）

イタヤカエデの黄葉イタヤカエデの黄葉

ママチ川上流ママチ川上流 ●プロフィール　カケスさん
中 原 直 彦　（社）日本自然保護協会の自然観察指導員。市民団体「しこつ湖自然体験クラブ＊
トゥレップ」を2003年に設立。(財)アイヌ民族文化財団・活動アドバイザー。小学校非常勤講師、
専門は環境学習。音楽活動ではブルーグラス・バンドを主宰。2009年8月より当コラムを執筆。

怪盗ちゃんとからの挑戦状
怪盗ちゃんとからの挑戦状

解決編解決編
ちゃんと12月1日号に掲載された
「怪盗ちゃんとからの挑戦状」 
君は解けたかな？　
答え合わせをするよ！
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